
 

 

 

 

 

学年始めは、年度末からの１０日以上の休み明けで、不安を覚えやすい時期です。個別面接や、      

アンケートなどにより、児童生徒のＳＯＳにいつも以上にアンテナを高くしていく必要があります。     

令和８年３月２７日に公表された厚生労働省・警察庁の令和７年中における自殺の状況によると、

令和７年の児童生徒の自殺者数は、５３８人（令和6年度確定値；５２９人）と過去最多となる見込み

であることが明らかになりました。如何なる事情であれ、子供たちが自ら命を絶つようなことは     

あってはならず、極めて重大に受け止める必要があります。 

自殺予防においては、児童生徒の悩みやＳＯＳを早期発見・早期支援することをはじめ、保護者と

連携した継続的な見守り体制の構築、児童生徒が安心してＳＯＳを出せる環境づくり等を推進して  

いくことが重要です。 

生徒向け動画  

今の君に伝えたいこと 

   

保護者向け動画   

こどものＳＯＳに気が付きどう対処するか 

   

教職員向け動画    

児童生徒の自殺予防について

  

 子どもと親のサポートセンターHPに掲載されている上記SOSの出し方に関する教育の動画の中に

は、教職員向け動画も掲載されており、「児童生徒の悩みへの適切な接し方」「心の疲労時に      

見られる児童生徒の様子」「児童生徒の自傷行為への対応」「児童生徒を支える職員自身のセルフ   

ケア」が紹介されています。 

 

 児童生徒が困難に直面した際、いつでもSOSを出しても  

よいという機運を学校全体で醸成していくとともに、児童生徒

のSOSに気付いた際に、組織で、適切に対応できるよう、    

これらの動画を活用するとともに、各校に配置されている   

スクールカウンセラー等を活用した研修についても実施   

いただけますようお願いいたします。 

（上記教職員向け動画より） 
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 令和７年度は、児童生徒間の暴力行為等、問題のある動画がSNS上に拡散され、報道されました。

児童生徒の暴力行為やいじめは、決して許されるものではありません。今般の事案については、SNS

等におけるエスカレートした投稿・拡散が、誹謗中傷など新たな人権侵害を生むおそれもあります。 

 そのため、児童生徒が安全・安心に過ごすことができる環境の整備に向け、日常的に児童生徒の   

状況の把握に努めていくとともに、暴力行為やいじめを容認せず、児童生徒が声を上げられる環境の

整備もあわせて行っていくことが必要です。 

 右の資料は、児童生徒、教職員等に向けられて作成された

動画教材の一部です。暴力行為やいじめは、暴行罪や傷害罪

などの犯罪にも該当し得るものであり、絶対にあっては   

ならないことを前提に、大学教授や有識者により、児童生徒

にもわかりやすく説明している動画となります（SNS上に 

おける暴力行為等の動画の投稿・拡散事案に関する情報  

モラル教育の充実（１７分間）文部科学省）。 

 暴力行為、いじめ行為が許されない行為であり、そう   

いった行為を見かけた際は、傍観者にならず声を上げらえる

よう、児童生徒集会や授業、保護者会等で活用ください。                         

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

小学校１年生から３年生用       4年生から6年生用     中学生用 

あわせて、県教育委員会では、いじめ防止啓発リーフレットを作成し、電子データで配付して    

います。児童生徒の一人一台端末や、保護者の端末に送付し、授業や保護者会など様々な場面で    

いじめの問題を取り上げる際、読み上げたり、考えたりする機会を作り、各学校の状況に応じて     

いじめの未然防止に向けた資料としてご活用ください。 

 


